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慶
應
義
塾
大
学
附
属
研
究
所
斯
道
文
庫
開
設
五
十
年
記
念　

講
演
と
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム　

古
典
籍
の
探
求
─
書
誌
学
の
世
界
─

書
物
と
の
出
会
い
か
ら
研
究

真　

柳　
　

誠

一
　『
金
匱
要
略
』
と
の
出
会
い

　

東
洋
医
学
の
基
本
古
典
は
お
よ
そ
後
漢
の
一
〜
三
世
紀
に
成
立
し
、
現
在
ま
で
中
国
系
伝
統
医
学
に
強
い
影
響
を
与
え
続
け
て
き
た
。

そ
れ
ら
は
内
経
医
書
の
『
素
問
』『
霊
枢
』
等
、
本
草
書
の
『
神
農
本
草
経
』、
仲
景
医
書
の
『
傷
寒
論
』『
金
匱
要
略
』
の
三
系
統
に
大

別
で
き
る
。
し
か
し
各
書
と
も
成
立
・
伝
承
・
書
誌
に
未
解
決
の
問
題
が
多
く
、
原
文
の
理
解
や
臨
床
応
用
ま
で
困
難
に
し
て
い
る
。
う

ち
三
世
紀
初
の
張
仲
景
が
編
纂
し
た
原
本
に
由
来
す
る
方
論
書
の
『
傷
寒
論
』
十
巻
と
『
金
匱
要
略
』
三
巻
は
、
北
宋
校
正
医
書
局
の
校

刊
で
初
め
て
刊
本
と
し
て
世
に
出
現
・
普
及
し
た
。
か
の
葛
根
湯
や
八
味
地
黄
丸
の
出
典
で
、
健
康
保
険
が
適
用
さ
れ
る
漢
方
処
方
の
出

典
一
位
は
両
書
で
あ
る
。
中
国
の
中
医
薬
大
学
で
は
必
ず
両
書
の
授
業
が
あ
り
、
む
ろ
ん
研
究
室
も
あ
る
。
そ
れ
ゆ
え
中
国
や
日
本
の
伝

統
医
学
関
係
者
な
ら
解
説
書
の
数
書
は
必
ず
持
っ
て
い
る
だ
ろ
う
。
に
も
か
か
わ
ら
ず
、『
金
匱
』
で
は
テ
キ
ス
ト
と
し
て
使
用
す
べ
き
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版
本
に
以
前
か
ら
定
説
が
な
か
っ
た
。

　

た
と
え
ば
『
経
籍
訪
古
志
』
は
明
の
四
版
（
仮
に
①
②
③
④
と
す
る
）
を
次
の
よ
う
に
評
価
す
る
。

 

①
明
・
仿
宋
本
（
多
紀
氏
聿
修
堂
蔵
）
は
南
宋
坊
刻
に
基
づ
き
、
訛
字
が
頗
る
多
い
。

 

②
明
・
兪
橋
本
は
①
本
と
共
通
点
が
あ
る
が
、
江
戸
前
期
の
和
刻
本
が
あ
る
の
み
。

 

③
明
・
趙
開
美
『
仲
景
全
書
』
所
収
本
（
紅
葉
山
文
庫
蔵
）
の
部
分
で
は
、
和
刻
本
の
誤
刻
を
指
摘
す
る
が
、
趙
本
自
体
に
は
コ
メ

ン
ト
し
な
い
。

 

④
明
・
呉
勉
学
『
医
統
正
脈
全
書
』
本
は
譌
字
が
甚
だ
多
く
、
③
本
よ
り
一
等
劣
る
。

　

け
っ
き
ょ
く
『
訪
古
志
』
は
善
本
を
決
定
し
て
い
な
い
の
だ
が
、
そ
れ
は
幕
末
の
日
本
に
宋
元
版
が
な
か
っ
た
た
め
と
い
え
よ
う
。
こ

の
た
め
諸
家
の
見
解
は
ま
ち
ま
ち
で
、
多
紀
元
簡
『
金
匱
玉
函
要
略
方
論
輯
義
』
と
山
田
業
広
『
金
匱
要
略
集
注
』
は
『
医
統
正
脈
』
本

を
、
森
立
之
『
金
匱
要
略
攷
注
』
は
和
刻
兪
橋
本
を
底
本
と
し
た
。
近
代
以
降
の
医
史
学
者
も
岡
西
為
人（

（
（

は
趙
開
美
本
、
石
原
明（

（
（

は
兪
橋

本
、
任
応
秋（

3
（

は
近
代
活
版
『
医
統
正
脈
』
本
を
底
本
に
推
奨
す
る
。
さ
ら
に
『
訪
古
志
』
が
明
・
仿
宋
本
を
筆
頭
に
掲
げ
る
に
も
か
か
わ

ら
ず
、
前
述
の
多
紀
家
一
門
は
誰
も
研
究
底
本
と
せ
ず
、
当
本
も
明
治
以
降
は
所
在
不
詳
と
な
っ
て
し
ま
っ
た
。

二
　『
留
真
譜
』
の
書
影
か
ら

　

と
こ
ろ
で
江
戸
医
学
館
を
主
宰
し
た
多
紀
氏
に
つ
ぐ
蔵
書
を
誇
っ
た
小
島
宝
素
は
『
留
真
譜
』
数
冊
を
編
纂
し
、
そ
れ
を
入
手
し
た
楊

守
敬
が
二
〇
余
冊
ま
で
補
訂
し
て
い
た
こ
と
を
陳
氏
が
明
ら
か
に
し
て
い
る（

4
（

。
こ
の
楊
氏
『
留
真
譜
』
に
は
『
金
匱
』
三
版
本
の
書
影
（
仮

に
A
B
C
本
と
す
る
）
が
載
る
が
、
む
ろ
ん
解
題
な
ど
な
く
、
楊
氏
の
『
日
本
訪
書
志
』
に
も
『
金
匱
』
へ
の
言
及
が
な
い
。
私
は
一
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九
八
一
年
九
月
か
ら
北
京
中
医
学
院
に
留
学
し
て
お
り
、
北
里
研
究
所
の
小
曽
戸
洋
氏
に
お
願
い
し
て
日
本
か
ら
送
っ
て
い
た
だ
い
た
『
訪

古
志
』『
留
真
譜
』『
日
本
訪
書
志
』
の
コ
ピ
ー
を
見
な
が
ら
、
こ
う
し
た
『
金
匱
』
の
版
本
問
題
を
考
え
る
よ
う
に
な
っ
た
。

〔
明
の
無
名
氏
本
と
兪
橋
本
〕

　

一
九
八
三
年
の
二
月
、
中
国
科
学
院
図
書
館
で
カ
ー
ド
に
清
版
と
あ
る
『
金

匱
』
を
来
京
す
る
小
曽
戸
氏
に
見
せ
よ
う
と
借
り
た
と
こ
ろ
、
な
ん
と
『
留
真

譜
』
の
B
本
と
ぴ
っ
た
り
一
致
す
る
で
は
な
い
か
（
図
（
）。
し
か
し
科
学
院

本
に
は
楊
守
敬
の
蔵
印
記
や
識
語
も
な
く
、
楊
氏
と
は
無
関
係
だ
っ
た
。
ま
た

序
文
ほ
か
を
欠
葉
し
、
刊
記
な
ど
も
な
い
た
め
、
清
版
で
は
な
か
ろ
う
と
思
っ

た
も
の
の
、
い
っ
た
い
何
版
か
の
確
証
が
つ
か
め
な
い
。
留
学
か
ら
帰
国
し
た

後
の
八
五
年
二
月
、
初
め
て
台
北
の
故
宮
博
物
院
を
訪
書
し
、
目
録
に
以
下
の

著
録
が
あ
る
両
書
を
親
見
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

新
編
金
匱
要
略
方
論　

存
二
巻
二
冊
。（
漢
）
張
機
撰
。
日
本
影
宋
鈔
本

存
上
、
中
巻
。

新
編
金
匱
要
略
方
論　

三
巻
三
冊
。（
漢
）
張
機
撰
。
日
本
武
村
新
兵
衛

刊
本
、
小
島
質
五
色
手
校
並
跋
。

　

と
も
に
楊
氏
観
海
堂
旧
蔵
本
で
、
前
書
は
楊
氏
の
蔵
印
記
し
か
な
い
斐
紙
鈔

本
に
つ
き
、
彼
が
来
日
時
に
影
写
さ
せ
た
ら
し
い
。
当
本
は
科
学
院
本
や
『
留

図 1　『留真譜』B本（左）と中国科学院本（右）
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真
譜
』
B
本
の
書
影
と
一
致
す
る
の
み
な
ら
ず
、
多
紀
元
簡
『
金
匱
玉
函
要

略
方
論
輯
義
』
が
校
勘
に
引
く
「
宋
本
」
の
字
句
と
も
一
致
す
る
。
し
た
が
っ

て
当
本
こ
そ
『
訪
古
志
』
の
い
う
①
明
・
仿
宋
本
と
確
定
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

他
方
、
故
宮
の
後
書
は
『
留
真
譜
』
C
本
の
書
影
と
一
致
し
、『
訪
古
志
』
の

編
纂
に
も
関
与
し
た
小
島
尚
真
が
、
和
刻
の
兪
橋
本
に
五
色
の
筆
で
他
の
五
版

本
に
よ
る
校
異
を
克
明
に
記
入
し
て
い
た
。『
留
真
譜
』
の
C
本
は
、『
訪
古
志
』 

和
刻
兪
橋
本
の
書
影
だ
っ
た
の
で
あ
る
。
の
ち
気
づ
い
た
の
だ
が
、
明
の
兪
橋

本
は
一
九
二
九
年
に
『
四
部
叢
刊
初
編
』
に
影
印
収
録
さ
れ
て
い
た
（
図
（
）。

　

故
宮
の
後
書
に
は
校
異
に
使
用
し
た
五
版
本
に
つ
い
て
も
尚
真
が
書
き
入
れ

し
、
筆
頭
に
医
学
館
所
蔵
の
「
明
刊
本
」
を
挙
げ
、「
前
輩
（
多
紀
元
簡
）
お

も
え
ら
く
宋
時
の
坊
本
な
り
と
。
い
ま
審
か
に
す
る
に
、
明
氏
中
葉
の
所
刊
た

り
」
と
い
う
。
す
な
わ
ち
元
簡
の
南
宋
本
説
、『
訪
古
志
』
の
明
仿
宋
本
説
か

ら
ト
ー
ン
ダ
ウ
ン
し
、
単
な
る
明
中
期
刊
本
と
判
断
す
る
。
こ
れ
ら
諸
資
料
が

手
許
に
揃
っ
た
の
で
私
も
検
討
を
重
ね
、『
訪
古
志
』
の
い
う
仿
宋
本
は
誤
認
で
、

兪
橋
本
と
と
も
に
元
明
間
の
X
本
に
基
づ
く
嘉
靖
の
無
名
氏
刊
本
、
と
結
論

づ
け
て
報
告
し
た（

5
（

。
た
だ
し
X
本
が
宋
版
に
由
来
す
る
可
能
性
を
推
測
し
て
い
た
が
、
の
ち
私
が
指
導
し
た
野
口
大
輔
氏
の
修
論
「『
金

匱
要
略
』
古
版
本
の
研
究
」（
二
〇
〇
五
）
に
よ
り
、
X
本
も
元
の
鄧
珍
本
系
統
で
あ
る
こ
と
が
見
事
に
論
証
さ
れ
、
少
々
が
っ
か
り
し
た
。

図 2　『留真譜』C本（左）と『四部叢刊初編』本（右）
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〔
元
の
鄧
珍
本
〕

　

一
九
八
三
年
の
三
月
、
北
京
の
中
医
研
究
院
医
史
文
献
研
究
所
で
馬
継
興
教
授
に
楊
守
敬
将
来
本
の
行
方
な
ど
質
問
し
た
と
こ
ろ
、
李

盛
鐸
も
日
本
で
古
籍
を
多
数
購
入
し
、
い
ま
北
京
大
学
図
書
館
に
あ
る
と
お
っ
し
ゃ
る
。
ま
た
『
中
医
図
書
聯
合
目
録
』
で
『
金
匱
』
を

見
る
と
『
訪
古
志
』
に
な
い
元
版
が
北
京
大
に
あ
り
、
楊
氏
の
跋
が
あ
る
と
記

さ
れ
て
い
た
。
北
大
の
『
李
氏
書
目
』
で
確
認
す
る
と
同
じ
記
載
が
あ
り
、
書

名
を
「
新
編
金
匱
方
論
」
と
著
録
し
、『
留
真
譜
』
A
本
と
一
致
し
て
い
る
。

そ
こ
で
北
大
院
生
の
知
人
と
図
書
館
で
見
る
と
A
本
の
書
影
と
も
一
致
す
る

の
で
、
お
願
い
し
て
巻
頭
だ
け
撮
影
さ
せ
て
も
ら
っ
た
（
図
3
）。
す
ぐ
に
当

本
の
貴
重
性
を
馬
教
授
に
話
し
た
と
こ
ろ
、
な
ん
と
か
す
る
と
の
こ
と
で
、
人

に
託
し
て
筆
写
し
た
と
い
う
コ
ピ
ー
を
帰
国
後
の
八
四
年
三
月
に
送
っ
て
い
た

だ
い
た
。

　

こ
れ
を
検
討
す
る
と
当
版
は
元
一
三
四
○
年
の
鄧
珍
序
刊
本
で
現
存
最
古
版
、

か
つ
『
訪
古
志
』 

趙
開
美
本
の
底
本
だ
っ
た
と
わ
か
っ
た
。
し
か
し
筆
写
本
に

は
私
の
調
査
記
録
や
写
真
と
合
致
し
な
い
点
が
少
な
く
な
い
。
や
は
り
写
真
を

入
手
す
る
の
が
ベ
ス
ト
と
な
り
、
や
っ
と
八
六
年
夏
に
な
っ
て
マ
イ
ク
ロ
フ
ィ

ル
ム
と
日
本
で
の
影
印
出
版
権
を
得
る
こ
と
が
で
き
た
。
こ
れ
で
研
究
が
進
み
、

鄧
珍
本
は
『
永
楽
大
典
』
や
朝
鮮
『
医
方
類
聚
』
の
所
引
底
本
、
し
か
も
既
知

図 3　『留真譜』A本（左）と北京大学本（右）
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の
明
諸
版
よ
り
濃
厚
に
北
宋
祖
版
の
旧
態
を
保
有
す
る
善
本
で
あ
る
こ
と
。
北
大
本
は
嘉
靖
間
の
新
安
修
印
本
で
、
清
初
の
袁
廷
檮
と
乾

隆
間
の
孫
従
添
の
旧
蔵
を
経
て
、
楊
氏
が
日
本
か
ら
帰
国
後
に
上
海
で
入
手
、
の
ち
李
盛
鐸
に
譲
渡
し
て
一
九
三
九
年
に
北
京
大
学
が
購

入
し
た
こ
と
、
な
ど
を
報
告
し
た（

（
（

。
そ
れ
ゆ
え
『
訪
古
志
』
に
未
著
録
だ
っ
た
が
、
楊
氏
『
留
真
譜
』
に
書
影
が
掲
載
さ
れ
て
い
た
の
で

あ
る
。
鄧
珍
本
は
一
九
八
八
年
に
解
題
を
付
し
て
影
印
出
版
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
一
方
、
中
国
で
は
二
〇
〇
五
年
に
『
再
造
善
本
』
の

影
印
本
、
二
〇
〇
九
年
に
梁
永
宣
氏
の
翻
字
・
校
注
本
が
出
版
さ
れ
、
よ
う
や
く
利
用
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

三
　
明
・
呉
遷
写
本
（
図
4
）
の
出
現
と
大
字
本
・
小
字
本

　

私
は
野
口
氏
の
修
論
で
『
金
匱
』
の
版
本
問
題
は
も
う
解
決
し
た
と
思
っ
て
い
た
。
と
こ
ろ
が
二
〇
〇
七
年
七
月
、
沈
津
『
中
国
珍
奇

古
籍
善
本
書
録
』（
二
〇
〇
六
）
を
見
て
驚
い
た
。
所
蔵
先
無
記
の
洪
武
二
十
八
年
（
一
三
九
五
）
呉
遷
鈔
本
『
金
匱
』
が
載
り
、
北
宋

紹
聖
三
年
（
一
〇
九
六
）
刊
の
小
字
本
に
基
づ
く
筆
写
で
、
そ
の
施
行
文
お
よ
び
治
平
三
年
（
一
〇
六
六
）
刊
の
大
字
本
進
呈
文
が
あ
る
。

の
み
な
ら
ず
経
文
も
通
行
本
と
一
部
字
句
が
違
う
、
と
報
告
さ
れ
て
い
る
で
は
な
い
か
。
実
は
鄧
珍
本
も
含
め
た
既
知
の
『
金
匱
』
全
版

本
に
は
、
紹
聖
三
年
の
施
行
文
も
治
平
三
年
の
進
呈
文
も
欠
落
し
て
い
た
た
め
、
両
文
の
存
在
も
内
容
も
か
つ
て
一
切
知
ら
れ
て
い
な
か
っ

た
。
こ
れ
で
本
物
と
直
感
し
、
諸
目
録
で
確
認
す
る
と
上
海
図
書
館
に
だ
け
明
初
写
の
『
金
匱
』
が
あ
る
。
沈
氏
も
以
前
は
上
海
図
書
館

に
勤
務
し
て
い
た
。
な
ら
ば
善
は
急
げ
と
同
年
九
月
に
上
海
図
書
館
に
行
き
、
沈
氏
の
報
告
に
間
違
い
な
い
こ
と
を
確
認
し
た
。

　

呉
遷
本
の
出
現
は
従
来
の
疑
問
を
解
決
し
た
ば
か
り
で
な
く
、
多
く
の
新
知
見
を
も
た
ら
し
て
く
れ
た
。
す
な
わ
ち
呉
遷
は
『
中
庸
五

十
義
』
な
ど
新
出
南
宋
版
の
裏
面
を
利
用
し
て
丁
寧
に
筆
写
し
て
お
り
、
北
宋
小
字
本
の
旧
態
を
濃
厚
に
保
持
し
て
い
る
こ
と
。
北
宋
大

字
本
と
小
字
本
『
金
匱
』
の
刊
年
を
以
前
は
推
測
す
る
し
か
な
か
っ
た
が
、
こ
れ
を
確
証
で
き
た
こ
と
。
既
知
の
『
金
匱
』
諸
版
は
こ
と
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ご
と
く
鄧
珍
本
に
由
来
し
、
鄧
珍
本
は
大
字
本
に
基
づ
い
て
い
た
こ
と
（
図
5
）。
北
宋
校
正
医
書
局
の
林
億
ら
は
、
大
字
本
『
傷
寒
論
』『
金

匱
』
等
を
刊
行
の
際
に
伝
本
の
字
句
を
相
当
に
校
定
し
て
い
た
が
、
の
ち
国
子
監
か
ら
安
価
な
小
字
本
を
出
版
す
る
際
に
も
医
官
が
再
度

校
定
し
て
い
た
こ
と
。
呉
遷
本
は
康
煕
帝
第
十
三
子
の
允
祥
が
最
初
に
収
蔵
し
、
清
末
の
朱
学
勤
・
朱
澂
父
子
の
所
蔵
を
経
て
清
民
国
間

図 4　呉遷写本：序末・巻頭

偸

鄧珍本 1340

趙開美本 1599

徐鎔本 1598

無名氏本 1506‒66

　橋本 1522‒66

Ｘ本 

→散逸

→祝均實所藏古本

呉遷写本 1395

→散逸

存影印本存修印本 現存 現存 現存 現存

国子監刊（小字本）1096，6

林億等校訂（大字本）1066

図 5　明らかになった『金匱』版本系統
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の
徐
乃
昌
に
渡
り
、
の
ち
上
海
の
私
立
合
衆
図
書
館
と
上
海
市
歴
史
文
献
図
書
館
を
経
て
一
九
五
二
年
設
立
の
上
海
図
書
館
に
架
蔵
さ
れ

こ
と
等
々
。

　

な
お
北
宋
政
府
校
刊
の
古
医
籍
で
、
大
字
・
小
字
の
両
系
統
が
伝
存
す
る
例
は
従
来
ま
っ
た
く
知
ら
れ
て
い
な
か
っ
た
。
こ
の
た
め
両

者
は
大
字
・
小
字
と
版
式
の
相
違
が
あ
る
だ
け
で
、
字
句
・
内
容
は
同
じ
だ
ろ
う
と
漠
然
と
思
わ
れ
て
い
た
。
と
こ
ろ
が
呉
遷
本
と
鄧
珍

本
を
比
較
す
る
と
、
個
々
の
字
句
の
み
な
ら
ず
条
文
や
篇
の
配
列
ま
で
大
き
く
違
う
。
字
句
に
は
大
量
の
修
訂
・
補
足
が
あ
り
、
鄧
珍
本

ほ
か
で
不
可
解
だ
っ
た
内
容
が
腑
に
落
ち
る
。
そ
の
一
方
、『
金
匱
』
の
底
本
と
さ
れ
た
だ
ろ
う
唐
本
の
旧
か
ら
遠
ざ
か
っ
て
い
る
に
相

違
な
い
。
他
方
、
大
字
本
の
校
定
過
度
を
改
め
、
唐
本
の
旧
に
復
し
た
ら
し
い
字
句
も
あ
る
。
す
る
と
今
後
は
鄧
珍
本
と
呉
遷
本
の
双
方

を
、
同
時
に
研
究
や
臨
床
の
テ
キ
ス
ト
と
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
さ
ら
に
『
訪
古
志
』
が
『
傷
寒
論
』
の
最
善
本
と
評
価
す
る
紅
葉
山

文
庫
の
趙
開
美
『
仲
景
全
書
』（
い
ま
内
閣
文
庫
蔵
）
所
収
の
『〔
宋
板
〕
傷
寒
論
』
を
、
か
つ
て
鄧
珍
本
『
金
匱
』
と
一
緒
に
影
印
出
版

し
て
い
た
。
し
か
し
後
の
私
の
調
査
で
、
趙
開
美
本
に
は
初
刻
本
（
上
海
図
書
館
ほ
か
蔵
）
と
修
刻
本
（
台
北
故
宮
ほ
か
蔵
）
が
あ
り
、

内
閣
文
庫
本
は
初
刻
本
に
基
づ
く
明
末
清
初
の
海
賊
版
で
誤
刻
が
多
い
こ
と
も
わ
か
っ
た
。
な
ら
ば
善
本
を
再
度
出
版
す
る
し
か
な
い
。

　

と
い
う
こ
と
で
日
本
東
洋
医
学
会
か
ら
援
助
を
受
け
、
鄧
珍
本
の
北
京
大
学
、
呉
遷
本
の
上
海
図
書
館
、
趙
開
美
修
刻
本
の
台
北
故
宮

か
ら
許
可
を
得
て
、
小
曽
戸
洋
・
天
野
陽
介
両
氏
と
と
も
に
三
本
の
影
印
・
翻
字
に
解
題
・
処
方
索
引
を
付
し
、
二
〇
〇
九
年
に
『〔
善

本
翻
刻
〕
傷
寒
論
・
金
匱
要
略
』
を
出
版
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
呉
遷
本
は
二
〇
一
一
年
に
段
逸
山
・
鄒
西
礼
両
氏
の
整
理
で
影
印
と
翻

字
本
が
上
海
か
ら
出
版
さ
れ
、
梁
永
宣
・
趙
懐
舟
両
氏
も
鄧
珍
と
呉
遷
双
方
の
翻
字
解
題
本
を
北
京
か
ら
出
版
準
備
中
と
い
う
。
私
の
『
金

匱
要
略
』
と
の
出
会
い
と
研
究
も
、
こ
れ
で
終
了
だ
ろ
う
（
と
思
い
た
い
）。
と
こ
ろ
が
他
の
北
宋
校
刊
医
書
に
つ
い
て
は
現
存
本
が
大

字
本
系
な
の
か
小
字
本
系
な
の
か
、
と
い
う
新
た
な
難
題
が
浮
上
し
て
き
た
。
し
か
し
見
分
け
る
方
法
な
ど
あ
る
の
だ
ろ
う
か
、
い
ま
私
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は
悩
ん
で
い
る
。
や
は
り
新
資
料
の
出
現
に
期
待
す
る
し
か
な
い
の
だ
ろ
う
か
。
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